特定非営利活動（NPO）法人　　やましろ里山の会週刊ニュース　　2014年05月29日　514号
レンリソウ観察会24日　午前10時　15人が集合　五月晴れ　木津川堤防への説明ポイントは、畦道と農業用水路から、一帯が湿田であった。田舟を使っての稲刈りで、なかなか水が引かない場所だったこと。そして雨が少ない時には小川から足踏み水車で水をくみ上げなければならいところでもあったこと。現在では八幡まで水路が整備されているが防賀川は朝鮮から来ていた人たちが開削工事従事させられて、広い木津川沿いの湿田が乾田に替えられたこと。内排水問題は現在も木津川左岸の大問題であること。そして天井川の果たしてきた役割などについて説明をした。堤防に上がって近鉄鉄橋の橋脚と運動公園を見て河床低下問題を実感していただいた。現在も続く河床低下問題について認識を新たにされていた。京都新聞予告記事が掲載された…その記事を切り抜いて参加された方が三人おられ、毎日新聞記事で来られた方が2名おられた。「木津川の草花」4冊、「木津川読本」1冊を購入協力いただいた。目的地ではレンリソウを発見できなかった。今年は開花時期が通常より10日ほど早かった。
植物部会23日京都御所の植物観察会　10人が参加　京都検定第一回目でパスされて歴史と植物には大変詳しい上島裕顧問も久しぶりにご参加いただきました。この取組を提案いただいた山下さんに詳しく丁寧に解説いただきました。市内にこのような静かで都会の喧騒がなく巨大な木が数多く生い茂り、豊かな自然に触れられる場所があることに驚きの声が聴かれました。約3時間の取り組みでしたので、見残したところも多くあって、数回計画すべきではないかと思います。御所を中心にした京都の歴史を学ぶことも楽しい取り組みではないだろうかと事務局会議で話題になりました。
親子田植え体験25日15人の参加で楽しく田植えを実施　最初に中西康太君が神主になって祝詞を読み上げお祓いを行い、五穀豊穣を祈りました。今年の夏の気象予報ではエルニーニョ現象でコメどころ、東北の夏は低温とか、異常気象の予想がされているようです。日本の農政ではこれまでコメの生産調整が行われきました。近年企業による農地所有が検討される時代が訪れようとしています。追い打ちをかけるようにTPP交渉による稲作の困難さがさらに増すと指摘されています。現在でも中山間地農業は生産性の非効率から農業の引き受け手不足、高齢化と体力低下による作業者の大激減などで耕作放棄地の増大につながっています。一方農業用機械の普及で従来型の手作業による稲作りでの田植えや稲刈り体験は、子どもたちにとって貴重な体験です。これから以後の人生で、泥田に素足で入ることなど考えられない時代に移っていくのではないでしょうか。こう考えるとすごい体験ではないだろうか。有意義な取り組みだと考えられます。困難を抱えている農村の実情に直接触れていただくいい機会であったと思う。
木津川読本　山城教育局全域の小中学校に50冊づつを贈呈完了　15日と19日、22日に宇治市教育委員会学校教育課を最終にして、5500冊を配り終えました。主に各学校の図書室に備える資料として活用されるとお聞きしています。50冊を単位にさせていただいたのは1学級の児童生徒さんが一斉に活用できる数量のとのことでした。今後木津川について深く理解していただく副読本として大いに活用されることを期待しています。（宇治市：31校、城陽市：12校、八幡市：12校、京田辺市：12校、木津川市：19校、久御山町：4校、井手町：3校、精華町：6校、相楽東部：100冊）。一般市民の皆さん方には活動協力金のﾉ提供としてもって1冊贈呈させていただきます。協力金は再出版及び新規資料発刊の資金として活用させていただきます。冊子は里山の会員までお申し出ください。郵送の場合は送料ご負担でお願いしたします。メールでもお受けいたします。
ホタルの夕べ里山音楽会　出演者と指導者決まる　6月14日（土）普賢寺小学校前集合　14時（昆虫観察会から参加）､17時〈竹灯呂つくりから参加〉、18時（里山音楽会から参加）。
里山の会専属バンド「はなみずき」は澄んだ音色で身近な叙情田園歌、懐かしの歌声を引き出してくれます　期待が膨らみます。　昆虫観察と里山農園自然観察指導：桜谷保之先生　森の宝石ミドリシジミを発見できるか？　ひょっとするとオオムラサキの確認もできるかもしれません。きっと里山農園で新発見があるのではないでしょうか。ササユリは昨年6月14日に開花しているのです。
20時流れ解散です

草内倉庫の整理整頓が進む　22日周遊通路用敷板設置と整理整頓　　27日　杭と堆肥30袋の移動　倉庫の前には馬坂川の植樹の添え木の杭と木津川の管理植物の杭が約200本ほど山積みでした。その運び出しを行っていただきました。ご苦労様でした。まだ残物があります。時間のある方お手伝いをお願いいただけないでしょうか　ご連絡をお待ちしています。
27日物置の組立に吉村さん大奮闘　28日森島さん応援で組立完成寸前までこぎつけていただきました。里山の事務所はどんどんと物品が増えて物置化する傾向にあります。以前ロボット教室を指導いただいた江崎さんが住居を岐阜羽島に移られたので、物置の提供をいただきました。それを分解して、運び込み、組み立て作業を行っていただいてきました。お二人の呼吸があって、設計図もない中記憶を頼りに組み立てていただいています。出来上れば事務所らしく整理ができて気分よく事務が進むのではないでしょうか。ご苦労様です。
清掃ウォーク案内ポスター9本設置　25日　孫（4年生と1年生）の手伝いが元気をくれました。田植えを終えた夕方時間ができましたので孫を連れて作業に出かけました。発電機のエンジンのかけ方がわからなかったようですが、2回目から力の入れ方が理解できたのか、よく手伝ってくれました。妹はビスや杭ポスターを手順よく取りに行ってくれました。一人だとなかなか進まないのですが、小さな子どもでも、軽い作業には十分間に合いました。夕食にお寿司をおごりました。
6月1日（日）の清掃ウォークに参加ください。10時に木津川の左岸：京田辺市の近鉄鉄橋下にご集合ください。お待ちしています。　同志社大学の学生諸君も参加してされる予定です。久しぶりに若者の皆さんと一緒の作業です。
淀川発見講座の聴講少し余裕があります。　大至急申し込んでください。この講座を受けて多くの河川レンジャーに成長いただきさまざまな活動を繰り広げておられます。あなたもぜひ河川レンジャーに挑戦してみてください。
　7日　枚方市：淀川河川レンジャー中央センター（旧1号線枚方大橋上流150ｍ）　午前：講義、午後枚方市内歴史散策など
8日中書島：京都大学防災研究所・流域災害研究センター　東高瀬川の西隣り（三栖東ノ口）　午前講義　伏見しない歴史散策など
6月22日　魚とりにご協力ください　100人の子どもたちが集合されます。　
開橋（木津川市）午前9時30分集合～12時30分解散
一昨年厳しい暑さの中、魚とりなど夏の取り組みには、熱中症対策の充実が必要と判断して13年度は開催を見送ってきました。今回はミストやテントの準備が整ったので開催となりました。6月10日申し込み締め切りとして開催いたします。多くのご参加申し込みをお待ちしています。　詳しい要領は里山の会ホームページをご覧ください。
